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 要 旨   

 

目的：脳内鉄沈着は神経変性疾患やアルコール依存症との関連が指摘されているが、適量飲酒との

関連は不明である。本研究では飲酒と脳内鉄との因果関係、脳内鉄上昇が飲酒関連認知機能障害を

引き起こすかを検討する。 

 

方法：UK バイオバンク参加者 2 万人において、脳内鉄マーカーと飲酒との関連を、遺伝的に予測

された飲酒との関係についてのメンデルランダム化を用いて検討した。脳の各部における鉄組成を

MRIにて検討した。アルコール関連の脳内鉄蓄積について媒介分析を行った。 

 

結果：平均 55歳の男女において、飲酒は被殻、尾状核、黒質の鉄上昇と関連した。メンデルランダ

ム化分析ではこれらの関連の因果は認めなかった。遺伝的に予測された飲酒は、血清鉄濃度とトラ

ンスフェリン飽和度と関連した。全身鉄レベル（肝）は飲酒と脳内鉄の関連を部分的に媒介した。 

 

結論：週 7単位以上の飲酒は高い脳内鉄と関連した。鉄蓄積は、飲酒関連認知機能低下のメカニズ

ムである可能性がある。 

 

 


